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ック動作における身体部位を 3 次元の座標データ (x， y， z )に変換した．
ま た ， 一 定 速 度 で ボ ー ル を 供 給 す る た め ， 2 本 の レ ー ル か ら な る 高 さ
1.5m のボール供給器を自作した．  























操 作 し よ う と す る 意 識 が 潜 在 的 に 働 く た め で あ る と 考 え ら れ た (川 本
ら ,2006 )．  
腰回旋角度は，静止ボールのキック動作，グラウンダーボールのキッ
ク動作ともに，軸脚接地時点 (以下，L -on と略 )からボールインパクト (以
下，Imp と略 )までほぼ一定の値を示しており，これは，L -on ですでに，
腰の回旋動作が終了していたためと考えられた．また，静止ボールのキ




まキック動作行っていることが明らかになった ．  
グラウンダーボールのキック動作では，蹴り脚股関節内外転角度にお














第 3 章  右ボールと左ボールのキック動作の比較  
 右ボールと左ボールを比較することにより，異なるボール方向による
キック動作の違いを検討した．  
 被験者，ボール供給器，実験設定については，前章と同じであった．  
 動作時間については，両動作間に有意差は認められなかった．本研究
の 動作 時 間 ， ボ ー ル 初速 度 ， ス イ ン グ 速度 を 先 行 研 究 の もの (Levanon 
and  Dapena ,1998 )と比較したところ動作時間はほぼ同一であったが，ボ
ール初速度，スイング速度ともにより低い値を示した．一般に動作の正
確 性 と 動 作 速 度 と の 間 に は 相 反 関 係 が あ る と 考 え ら れ て い る (Schmid t  
and  Lee ,2005 )  ．そのため，ボール初速度とスイング速度が低い値を示






グ 速 度 が 上 が れ ば ボ ー ル 速 度 も 増 加 す る こ と 等 が 明 ら か に な っ て い る
(Asami  and  Nol te ,1983 ;  Bar f ie ld  e t  a l . , 2002 ;  Nunome  et  a l . ,2006 ;  












よりも左ボールは小さな値を示し，その角速度は，40％ t ime 以降におい
て右ボールよりも左ボールは小さな値を示した．また，蹴り脚膝関節角
度については，右ボールよりも左ボールのキック動作の方が伸展して お
り，その角速度は 70％ t ime から Imp まで左ボールのキック動作の方が
大きい傾向を示した．  
 次に，蹴り脚のスイングと軸足の関係について検討を行った．蹴り脚
足部角度は，26％ t ime までは左ボールは右ボールより大きく，その後は
小さい値であった．軸足から蹴り足までの距離は，左ボールは右ボール







グし，軸足の真横付近で Imp を行ったと考えられた．  
 また，蹴り脚足部角度と腰回旋角度の結果から，左ボールでは， L -on
時に蹴り脚足部角度と腰回旋角度がほぼ一致しており，蹴り脚股関節は








関 節 外 転 / 外 旋 位 に よ る フ ォ ワ ー ド ス イ ン グ で は な く (Levanon  and  
Dapena ,1998 )，より股関節内転 /内旋 位で解剖学的にフォワードスイン
グしやすい動きであったと考えられた ．さらに，左ボールでは，蹴り脚











 軸脚膝関節角度の結果から，左ボール，右ボールともに， L-on から














であった．的に当たった確率は，右後方ボールでは 40 .2±14 .3%(n=12)，








では，最大屈曲角度が大きく，さらに，角速度は 80％ t ime から Imp ま
で大きい値を示した．これらの結果から，右後方ボールのキック動作は，
キックの予備動作であるバックスイング時，膝関節を大きく屈曲させ，
Imp 直前の伸展力により，キック動作を行っていると考えられた ．  
 軸足から蹴り足までの距離は，右後方ボールは，右ボールに比べ，Imp
直線まで，常に大きい値を示した．また，軸足と蹴り足の角度の結果か
ら，右後方ボールでは軸足より 184 .5±144.1mm 後方で，右ボールでは








腰回旋角度は，右ボールでは， L-on から Imp までほぼ一定の値を示
していたのに対して，右後方ボールでは， L-on から Imp に向けて小さ
い値を示した．インサイドキックにおける腰回旋角度は 120°前後と報
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